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１．研究計画の概要 
 本研究の目的は、インドネシアのイノシシ
属の起源種と家畜化に関して分子遺伝学的
に明らかにすることである。東アジアのイノ
シシ属の起源地は、インドネシアであること
をミトコンドリアＤＮＡ（mtDNA）の多型
解析と形態計測から解明する。 
（１）インドネシアの各島に生息するイノシ
シについて形態と遺伝子から総合的に解析
する。 
（２）生物地理的観点から東アジアのイノシ
シの起源種を突き止め家畜化の系譜を調べ
る。 
 
２．研究の進捗状況 
 2006 年～2008 年（3 年間）本研究を実施
し、以下の成果を得ると共に、インドネシア
のボゴール農業大学とガジャマダ大学の若
手教員を毎年 2名づつ本学に招聘し本共同研
究を実施すると共に、分子遺伝学的を指導し
た。 
（１）ジャワ島とスマトラ島の調査で採取し
た 43 サンプルの mtDNA 解析を実施した。
その結果 43サンプルのmtDNAは 20ハプロ
タイプに分類された。これにより両島でのイ
ノシシ属の遺伝的分布が明らかとなった
（2006 年調査）。 
 
（２）ジャワ島、スマトラ島、スンバラ島、
テイモール島、フローレス島、ロンボク島で
採取した 82 サンプルの mtDNA 解析を実施
した。82 サンプルから 10 ハプロタイプを得
た。インドネシアのイノシシは多型性に富む
と共に、ヒトの移動による持込の可能性が示
唆された（2007 年調査） 

 
（３）インドネシアの島でもっとも生物多様
性に富むシュラベシ島を調査し 50 サンプル
を採取した。mtDNA は 19 ハプロタイプに
分類され、他の島とは異なったハプロタイプ
が多く出現した。Sus scrofa とは異なる Sus 
celebensis の存在を形態的特長と遺伝的解析
から確認した。 
 
（４）3 年間のインドネシアのイノシシ属の
遺伝子調査により、インドネシアのイノシシ
が分子系統的に東アジアのイノシシ（Sus 
Scrofa）の起源に最も近いことを明らかにし
た。 
 
（５）インドネシアの生物相はフローレンス
ラインにより大きく 2 分されるが、このライ
ンの東に位置するシュラベシ島のイノシシ
属は Sus celebensis である。ラインの東に位
置する島でのSus scrofaの生息が確認されて
いるが、これらはヒトが持ち込んだイノシシ
属である可能性が高いことが明らかとなっ
た。 
 
（６）本調査によりほぼインドネシアに生息
するイノシシ属の遺伝的な背景が明らかと
なった。2009 年度は、さらに上記結論を確
信する目的で、シュラベシ島を含む東の島で
の調査を実施する予定である。 
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３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
 
理由：調査したインドネシアの島（ジャワ島、
スマトラ島、スンバラ島、テイモール島、フ
ローレス島、ロンボク島、シュラベシ島）は
当初に計画した島数より多く、この３年間で
解析したイノシシ数も175サンプルと多いこ
とから学術調査は順調である。解析した
mtDNA の系統樹においても、インドネシア
と東アジアのイノシシ属の遺伝的な違いや
関係が明らかとなっている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 遺伝的調査には、多くのサンプルと解析が
求められることから、2009 年も引き続いて
調査地を広げると共に解析サンプル数を増
やす計画である。特に以下の点に注意する。 
（１）生物相を 2 分するフローレンスライン
の東側に位置する島での解析に力をいれる。 
（２）ヒトの移動に伴うイノシシの移動に関
して歴史的な事象を加味しながら解析する
島のサンプル数を調整する。 
（３）形態的な計測から家畜化事象を検証す
る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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